
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.20 202３年８月７日 JR東労組大宮地本 

ＪＲ東労組大宮地本は小山営業統括センターにおける「柔軟な働き方の実現」の更なる推進に

ついて大宮支社より提案を受け、関係職場と議論を重ねてきました。 

施策の内容は、（１）小金井駅、蓮田駅、久喜駅、古河駅の「みどりの窓口」の営業を終了し、久喜駅

については「話せる指定席券売機」及び臨時に営業する窓口を設置。（２）蓮田駅、久喜駅、古河

駅、小金井駅に「お客さまサポートコールシステム」を導入。（３）販売体制見直し及び「お客さまサ

ポートコールシステム」を活用し、作業ダイヤを見直すことで企画業務等を行う時間を確保し、こ

れまでの役割分担にとらわれない柔軟な働き方を更に加速していく内容です。 

職場では日々、収入確保とサービス品質向上を目指して業務に励んでいますが、地域の方々や

利用者からは「地元の駅にみどりの窓口がないからここまで来た」「拠点駅が混雑しているからこ

こまで来た」と宇都宮線の各みどりの窓口で意見が寄せられます。 

また６月２４日には「モバイル Suica」のシステム障害が発生し、アプリでのチャージや「えきね

っと」での予約や変更ができず多くのお客さまにご迷惑をおかけしました。「チケッティング改革」

を推し進める中で、駅で働く組合員の営業知識の維持向上、システムトラブル時の対応等は喫緊

の課題です。 

駅職場ではコロナ禍以降、「みどりの窓口の営業時間短縮」や「拠点駅での窓口数削減」を行

い、企画業務に取り組んできましたがお客さまが戻りつつある現在、業務量と駅で働く社員数の

乖離に現場組合員・社員のモチベーションが低下しています。離職者数を減らすためにも駅で働

く組合員・社員のモチベーションの向上は必要不可欠です。 

職場が意欲と納得感を持って施策を担えるように、職場組合員の不安、疑問を解消し、「安全・

健康・ゆとり」を確保するため下記の通り申し入れを行いました。 

今後、組合員の声を基に団体交渉を行います。 
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小山営業統括センターにおける「柔軟な働き方の実現」

の更なる推進についてに関する申し入れを提出！ 

 

１．販売体制の見直しを行う目的と根拠を具体的に明らかにすること。 

２．施策実施後、出札業務を担当する機会が大幅に減少することから営業知識の維持向上に努め、サ

ービス低下を招かない体制とすること。 

３．拠点駅の「みどりの窓口」が今まで以上に混雑することが予想されることから小金井駅、蓮田駅、

古河駅に「話せる指定席券売機」を設置すること。 

４．「みどりの窓口」でしか対応できない券種等を削減するための制度改正等を行い、「みどりの窓

口」の混雑緩和に努めること。 

５．今施策の趣旨を丁寧に説明するとともに社員が納得感を持って企画業務を行えるように作業ダ

イヤの変更に関しては現場社員の意見を反映させること。 

６．「指定席券売機」「多機能券売機」「チャージ専用機」のみの設置になる箇所については案内要員を

配置し、定期多売期の混雑緩和に努めること。 

７．「みどりの窓口」営業終了については社員、利用者への周知期間を十分にとり、丁寧に行うこと。 

申し入れ項目 

職場の不安を解消し、働きやすい職場を創り出そう!! 


